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2023年 6月 21 日 

株式会社電通国際情報サービス 

 

非財務活動が企業価値に与える影響をビッグデータから分析するサービス 

「非財務価値サーベイ」を提供開始 

～財務・採用に関連のある ESG活動の予測や、ステークホルダー別の分析が可能に～ 

 

株式会社電通国際情報サービス（本社：東京都港区、代表取締役社長：名和 亮一、以下 ISID）と、株式会

社電通（本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員：榑谷 典洋）、株式会社アイティアイディ（本社：東京

都港区、代表取締役社長：妹尾 真、以下 ITID）は、ESG 活動や企業イメージ構築などの「非財務活動」が、財

務指標や就職意向などの企業価値に与える影響をビッグデータから分析するサービス「非財務価値サーベイ」

の提供を本日より開始します。「企業イメージ」などの意識データを取り入れた非財務分析が特徴で、これによ

って、財務や採用活動に効果的な非財務活動の予測や、投資家、就職希望者、消費者といったステークホルダ

ー別の分析が可能になります。 

 

企業の競争力の源泉が有形資産から無形資産にシフトし、米国市場（S&P500）の企業価値における無形資産

比率は 90％（2020 年）を占めている一方、日本企業においては、企業価値に占める無形資産の割合が欧米と比

べて相対的に低いという課題があります※。その要因として、多くの日本企業が「非財務活動と業績の関係

性」を認識できていないことや、数百ともいわれる多種多様な ESGテーマの中から有望なものを見いだせてい

ないことなどが挙げられます。 

 

 電通、ISID、ITID が提供する「非財務価値サーベイ」では、財務データ、ESG 評価データ、イメージデータ

などのさまざまな実数データと意識データを統合的に分析して、企業の業績と非財務との関係や、自社にとっ

て有望な ESG テーマを見いだすことが可能です。ステークホルダー別／市場別（資本市場向け、労働市場向

け、顧客市場向け）に効果的な非財務活動やテーマを抽出することができ、「ESG 活動の強み・弱み」「ステーク

ホルダーに対して成果を出しやすい ESG 活動」「非財務活動のコミュニケーションへのヒント」が分かります。 

＜「非財務価値サーベイ」の概要＞ 

プレスリリース 
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 AI や機械学習での分析によって得られたこれらの結果から、当該企業の取り組みにおいて優先度の高い非財

務アクションを特定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「非財務価値サーベイ」レポートの全体像＞ 

 

 

ISID グループは多様なデータの活用とその分析・コンサルティングを通じて、顧客企業のサステナブル経営の

実現に貢献してまいります。 

 

※ 出典：内閣府「知財・無形資産の投資・活用戦略の開示およびガバナンスに関するガイドライン Ver1.0」 

 

 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス Xイノベーション本部 オープンイノベーションラボ 坂井・松山 

E-Mail：g-info-innolab@group.isid.co.jp 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス コーポレートコミュニケーション部 岩坂、石川 

E-Mail：g-pr@isid.co.jp
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■電通国際情報サービス（ISID）について 

ISIDは、「HUMANOLOGY for the future～人とテクノロジーで、その先をつくる。～」をビジョンに、社会や企業のデジタルトラン

スフォーメーションを、確かな技術力と創造力で支援しています。金融、製造、ビジネスソリューション、コミュニケーション IT

の 4領域で培ったソリューションの提供に加え、テクノロジーや業界、企業、地域の枠を超えた「X Innovation（クロスイノベー

ション）」を推進し、顧客、生活者、社会の進化と共存に寄与するソリューションを生み出し続けます。詳細は、公式 WEB サイトを

ご覧ください。 

 

＊ 本リリースに記載された会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

 

＜ご参考資料＞ 

https://www.isid.co.jp/

